
禁止事項など 
 
 
 

＜禁止事項＞ 
○	ボレーボレー 
○	壁打ち 
○	空きコートの使用 
○	身代わり出場 
○	指定場所以外での喫煙および歩行喫煙 
 
＊これらの禁止事項を行った場合、初回は該当者 DEFおよびクラブ警告。２回目以降は本人所属ク
ラブを DEFとする。また、不正が発覚した場合は、その時点で失格とする。また運営委員の指示に
従わない場合も同様の措置をとる。 

 
また以下の項目に違反した場合も処罰を行う。具体的な処罰については東大連盟に一任すること。 

 
1. 個人の参加資格 

Ø 東京大学硬式庭球同好会連盟に加盟する同好会会員とする。但し、東京大学運動会庭球部に

所属している者は除く。 
 
2. ＤＥＦ規定 

Ø 集合時刻 10分前までに着替えて本部に出欠を届けること。ダブルスの場合はペアがそろっ
て届けること。 

Ø ＤＥＦコールは集合時刻に行う。 
Ø 公共交通機関の不慮の事故で遅刻しそうな場合は、遅延証明を持って運営本部に届け指示に

従うこと。（車・オートバイなどでの来場の際の事故、渋滞による遅刻は一切認められない。） 
 
3. コートマナーおよび服装 

Ø 選手、応援者ともにコート内での服装は上下ともにテニスウェアーとし、 
靴は必ずテニスシューズを使用すること。 

Ø 試合中ラリーが続いている間は、絶対にコートの後ろなどを通らないこと。 
 
4. 雨天の場合 

Ø 天候により試合の有無が不明の場合は、定刻までにコートに集合すること。 
Ø 雨判断は連盟の雨天掲示板、Twitterアカウントで告知するので、適宜確認すること。なお、

電話で直接テニスクラブへ問い合わせることは絶対にしないこと。 
Ø 雨天でコート使用不能の場合、ＤＥＦコールは行わない。 

 
 
 
 



 
5. 試合形式 

Ø ８オールで 12ポイントタイブレークの８ゲームセットマッチとする。ただしフレッシュの
準決勝以降、ビギナーズの決勝は、各セット６オールで 12ポイントタイブレークの３セッ
トマッチとする。 

 
6. 使用球 

Ø ウィルソン	 USオープン	 エクストラデューティー 
 
7. 使用コート 

Ø 原則としてハードコート。天候やその他の理由で変更することもありうるのでコートレフェ

リーに一任すること。特に、今年度は有明テニスの森改修工事の影響で二日目ラウンド以降

はオムニコートになることがある。 
 
8. 審判及び試合の際の注意 

Ø 本大会は原則として、全試合ともセルフジャッジで行う。ただし両者合意に上、審判を出し

ても構わない。 
Ø 試合終了後、勝者はスコアを速やかに本部に届けること。ボールは敗者が持ち帰ること。 
Ø 敗者は試合を行ったコートの次の試合の練習時間を計ることとする。 
Ø 練習時間は５分以内を厳守し、その後サーブ片サイド４本ずつ行うこと。また両者共に２試

合目以降の場合、アップはサーブ片サイド４本ずつのみとする。 
Ø 試合中の休憩は、けいれん等のやむを得ない場合に限り認める。ただし休憩を取る場合は、

必ずコートレフェリーの許可を得ること。休憩時間は 10分１回のみとする。 
Ø 原則として 1日に３試合まで行う。 

 
9. 助言について 

Ø 試合中の助言は禁止する。選手が意図的にアドバイスを受けた場合には失格とする。 
Ø 選手以外のものが試合に関する注意及び判定（アウトボールの判定等）を行った場合、その

ものを退場とする。 
Ø 見苦しい応援は慎むこと。 

 
10. 会場使用上の注意 

Ø 会場への問い合わせの電話は絶対にかけないこと。 
Ø クラブハウスは決められた場所のみ使用して良い。 
Ø ゴミはコートレフェリーの指示に従って処分すること。 

 
 


